
（別紙３）

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 16 （回答者数） 14（内1名兄弟）

～ 令和8年1月19日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
大きな枠組みでのプログラムを設定し、細かい内容は個々に

合わせて柔軟に対応していく

2

個々に好きなこと（ブームなど）や物などを活動の中に取り

入れたり、楽しみながらできるプログラムの構成を考えてい

くこと。

3
それぞれの成長に伴う変化を見ながら、個別ファイルの更新

及び職員間の共有を徹底していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
完全送迎の実施のための人員確保。

デイの良さや強みのアピール。

2

3

利用児がゆっくり横になったり、リラックスできるスペースと

時間を確保できること。

体調によって活動内容を柔軟に変更したり、利用児のメンバー

を見て活動のペースなどを工夫することができる。

保護者と直接会ってその日の様子や自宅での様子などを話せる

時間があること。

いつでも保護者に直接支援の現場を見ていただくことが可能。

保護者や学校からの情報を得ながら、活動に取り入れたり体調

管理を行っている。

個々の特性を見ながら、専門的な対応や姿勢保持を行いながら

支援出来ていること。

OT・PTによる助言を得ながら、リハビリや姿勢管理を行って

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用児の減少が見込まれること。
完全送迎がないこと。

保護者のニーズの変化への対処が弱い。

令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス事業所 かなで

○保護者評価実施期間
令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


